
2026.11.9　16:00～18:00（休憩含む）

気候変動リスクから
キャンパスライフを
守ろう！

開催日時

Beyond SDGs
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学生や社会人が参加し、

地域の気候変動適応に関する講演や

企業の取組事例から学び、ワークショップを通じて

地域における気候変動適応を考えます。

主催／環境省中部環境局　　共催／名古屋大学大学院環境学研究科
事務局・お問合せ／株式会社都市研究所スペーシア（浅野） 株式会社長大（國井）
E-mail：chubu_adplatform@spacia.jp  TEL：052-242-3262（受付10～17時）

〈会場〉 名古屋大学東山キャンパス 「環境総合館」１階レクチャーホール
 名古屋市千種区不老町

〈定員〉 30名程度 （申し込み先着順）

〈対象〉 大学生・大学院生  学部・専攻不問 ※名古屋大学以外の大学生・大学院生も参加OK
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名古屋大学大学院環境学研究科 教授

東京大学大学院工学系研究科建築学専攻
博士課程修了後、産業技術総合研究所勤
務を経て、現在は名古屋大学大学院環境学
研究科教授。専門は建築・都市環境工学。

飯塚 悟 氏

水辺とまちの入口
ＡＣＴ株式会社

1992年名古屋市役所入庁、2017年水辺と
まちの入口研究所共同代表。NPO職員等を
経て2023年より現職。市民参加型ワーク
ショップでのファシリテーター、官民協働や
人材育成研修などの企画、講師として活動。

代表取締役 井村 美里 氏

講　師 ファシリテーター

申し込み方法

2026年11月6日（金）までに右記のフォームからお申し込みください。
※フォームでのお申し込みが難しい場合は、①参加者氏名、②参加者所属、③連絡先メールアドレス、
④気候変動適応に向けて関心があるテーマを「住まい」「まちづくり」「ライフスタイル」から１つ選んで
ご記載の上、事務局（chubu_adplatform@spacia.jp）までメールにてお申し込みください。 ▲お申し込みフォーム

休　憩

講　評

●身近な気候変動適応策の例示

グループワーク②

グループワーク①

発表・フィードバック

気候変動リスクの洗い出し

適応アイデアの企画・立案

講師からのコメント

まとめ

ワークショップ
＆

発　表

インプット講義 「気候変動は私たちの暮らしをどう変えるのか？」

15：30 開 場
16：00～16：30 インプット講義
16：30～18：00 ワークショップ

閉　会

●話題提供

プログラム

※閉会後交流会を開催する予定です。

■環境総合館への行き方

※地下鉄名城線「名古屋大学」駅 ２番出口より徒歩


